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京華学園
東京都文京区白山5-6-6

今野 巌 先生
TEL：03-3941-6493

武蔵野大学千代田高等学院
東京都千代田区四番町11

岡田 孝子 先生
TEL：03-3263-6551

目黒日大中学高等学校
東京都目黒区目黒1-6-15

天野 正貴 先生
TEL：03-3492-3388

共栄学園中学高等学校
東京都葛飾区お花茶屋2-6-1

越間 秀男 先生
TEL：03-3601-7136

中村中学・高等学校
東京都江東区清澄2-3-15

富田 義道 先生
TEL：03-3642-8041

文教大学付属中学高等学校
東京都品川区旗の台3-2-17

神戸 航 先生
TEL：03-3783-5511

金沢工業大学国際高等専門学校
石川県金沢市久安2-270

志鷹 英男 先生
TEL：076-248-1080

自由学園 中等科・高等科 
東京都東久留米市学園町1-8-15

更科 幸一 先生
TEL：042-422-3111

関東国際高等学校
東京都渋谷区本町3-2-2

村山 サンドラー 先生
TEL：03-3376-2244

桜丘中学・高等学校
東京都北区滝野川1-51-12

高橋 知仁 先生
TEL：03-3910-6161

光英VERITAS中学高等学校
千葉県松戸市秋山600

川並 芳純 先生
TEL：047-392-8111

麹町学園女子中高等学校
東京都千代田区麹町3-8

田邊 隆 先生
TEL：03-3263-3011

春日部共栄中学高等学校
埼玉県春日部市上大増新田213

馬﨑 郁朗 先生
TEL：048-737-7611

東京立正中学高等学校
東京都杉並区堀ノ内2-41-15

小泉 岳司 先生
TEL：03-3312-1111

八雲学園中学高等学校
東京都目黒区八雲2-14-1

横山 孝治 先生
TEL：03-3717-1196

東洋高等学校
東京都千代田区神田三崎町1-4-16

石井 和彦 先生
TEL：03-3291-3824

東京成徳大学中学高等学校
東京都北区王子6-7-14

大矢 忠和 先生
TEL：03-3911-5196

日本工業大学駒場中学高等学校
東京都目黒区駒場1-35-32

河村 文夫 先生
TEL：03-3467-2130

東洋大学京北中学高等学校
東京都文京区白山2-36-5

井出 秀己 先生
TEL：03-3816-6211

大森学園高等学校
東京都大田区大森西3-2-12

三浦 圭 先生
TEL：03-3762-7336

二松学舎大学付属高等学校
東京都千代田区九段南2-1-32

車田 忠継 先生
TEL：03-3261-9288

青稜中学高等学校
東京都品川区二葉1-6-6

伊東 充 先生
TEL：03-3782-1502

東京女子学園中学高等学校
東京都港区芝4-1-30

鶴内 小百合 先生
TEL：03-3451-0912

駒込中学高等学校
東京都文京区千駄木5-6-25

河合 孝允 先生
TEL：03-3828-4141

愛国中学高等学校
東京都江戸川区西小岩5-7-1

高橋 英夫 先生
TEL：03-3658-4111

安田学園中・高等学校
東京都墨田区横網2-2-25

藤村 高史 先生
TEL：03-3624-2666

立正大学付属立正中学高等学校
東京都大田区西馬込1-5-1

今田 正利 先生
TEL：03-6303-7683

日本音楽高等学校
東京都品川区豊町2-16-12

伊庭 崇 先生
TEL：03-3786-1711

上野学園中学校・高等学校
東京都台東区東上野4-24-12

川村 翼 先生
TEL：03-3847-2201

デザインオフィススズキ
千葉県柏市柏687-6

鈴木 学 様
TEL：04-7164-8276

(株)私塾界
東京都豊島区東池袋1-39-1三善ビル３Ｆ

山田 未知之 様
TEL：03-3987-0838

アロー教育総合研究所
東京都千代田区神田小川町3-8-5F

古川 貴央 様
TEL：03-3259-2851

(株)ブックモールジャパン
埼玉県戸田市上戸田4-2-33 日教販戸田センター

撹上 聡 様
TEL：048-447-7457

教育開発出版(株)
東京都杉並区下高井戸1-39-12

糸井 幸男 様
TEL：03-3304-5291

(株)クロノクリエイト
東京都渋谷区神宮前5-52-2-2F

添田 大亮 様
TEL：03-5468-6986

(株)声の教育社
東京都新宿区新小川町8-15

中村 千尋 様
TEL：03-5261-5061

(株)塾と教育社
東京都千代田区飯田橋4-4-8-310

加藤 麻由美 様
TEL：03-6265-6855

デジタルハリウッド(株)
東京都千代田神田駿河台4-6 御茶ノ水ソラシティアカデミア4F

西 彩音 様
TEL：03-5289-9267

ライフイズテック(株)
東東京都港区南麻布2-12-3 南麻布ビル1F

齋藤 比呂樹 様
TEL：03-5877-4879

(株)インフィニティライフ
東京都新宿区四谷4-3 エクシーナ四谷1001

高木 直人 様
TEL：03-6380-5894

モノグサ(株)
東京都千代田区飯田橋3-8-5 住友不動産飯田橋駅前ビル７階

中村 大志 様
TEL：090-1657-8610
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(株)POPER
東京都中央区日本橋茅場町1-13-21-4Ｆ

栗原 慎吾 様
TEL：03-6265-0951

パンジー（スミレ科スミレ属）
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理事長コラム 田中 宏道（LAPIS鎌ヶ谷・千葉県）

「本年も、いえ本年こそどうぞよろし
くお願い申し上げます。」

　中3生の冬をご紹介します。
●12月18日（日）「クリスマス過去
問パーティ」
　真剣にそして楽しむときは思いっ
きり楽しむ1日です。朝9：30～夜

9：00。私立高校の過去問を解きまくります。生徒25名にスタッ
フ7人。みんなサンタさんの格好でお勉強です。質問になかなか
来ない子を先生が呼んで、理解不足をスルーさせません。自宅に
戻ってからは夜11までオンライン自習室です。千葉県の私立入試
は1月17日（火）です。元日は入試2週間前、冬休みが明けると入
試1週間前です。3～4人でグループを作り、今の心境・勉強方法
などの情報交換するアイスブレイクも行います。受験は団体戦。
入試に向けて勢いをつけ、お互いを高め合う「過去問パーティ」
です。

●12月23日（金）～1月9日（月祝）「冬期講習」
　朝9：30～夕方6：20。1日2～3科目90分×5コマの冬期講
習です。2科目の日は数学90分×2コマ、英語90分×3コマ。夜
9：15までは「できるまで頑張る自習タイム」です。自力で解ける
ようになるまで粘ります。

●12月31日（土）「面接練習会」
　建前では許さない面接練習会です。「会釈、普通の礼、最敬
礼」と3種類のお辞儀、先言後礼（挨拶してからお辞儀をする）
など礼儀作法も学びます。

　「せ・め・て・あし・ふく・くせ」
　　せ　　＝　背筋を伸ばし、
　　め　　＝　目を見据え、
　　て　　＝　手は体側もしくは前、
　　あし　＝　足のかかとやつま先が整っているか、
　　ふく　＝　服装に乱れはないかを確認する
　　くせ　＝　癖をつけよう

　一番大切なのは「最初の1つの質問だけで自分という人間を思
いっきり伝えること」です。「貴校の校訓が～」などとんでもな
い！　あなた自身を語れ！と激を飛ばします。今年は「生きている
意味がわからない」と初っ端から泣き出す女の子にちょっと面食

らいました。毎年泣く子も出る「面接練習会」、生徒たちはまた
ひとつ成長したようです。

●1月1日（日）「元日勉強会」
　朝10：30～午後3：30。初詣にも出かけます。天神様もい
らっしゃいます。菅原道真公と参拝の仕方を学んで出発します。
午後は過去問演習。私立の難しい問題にも慣れてきました。終了
後は僕が用意した（生酢と白菜の漬物以外は全部イオンで買っ
た）お節料理でスタッフをもてなす新年会です。酒は純米酒。う
まい酒を揃えます。

●1月4日（水）以降　冬期講習再開
以前は1日でしたが最近は2日間お休みをいただいています。今
年は歌舞伎座に行かせていただきました。5年前、坂東玉三郎さ
んと言葉を交わしたことから始まる「玉さまおっかけ」。歌舞伎
の沼に嵌っています。

　私立入試終了しました。あとは2月21日の公立高校に向けて
まっしぐらぁ～！
　24歳でこの業界にお世話になり始めて今年は37年目。このよ
うな冬を毎年過ごしています。やれる限り続けます。

　今年4月23日（日）は全国研修会＠東京。5月15日（月）は立
命館アジア太平洋大学＠大分の見学。秋には経営を学ぶ「かんて
んぱぱ・伊那食品工業＠長野」さん見学、5月から平日昼間に「教
科書をつくる会」副会長の藤岡信勝先生から直接に歴史を学ぶ
オンライン学習会（全10回）を予定しています。

　今年こそ、たくさんの皆さんに直にお会いして
お話を伺いたい、そう思う2023年・令和5年
年頭です。今年こそお会いしましょう！

エリア通信
エリア東北代表　佐々木 康
（やまばと学習館・青森県）

　昨年末、私塾ネットエリア関東およ
び埼玉県私塾協同組合共催による、
年末研修会「新年度教材研究」に、パ
ネラーとして参加させて頂きました。
教材研究ということで、社会科の、特

に中学3年生向け教材のご紹介と活用のしかたについて、20分
ほどお話をさせて頂きました。残念ながら会場に行くことができ
なかったため、zoomを使ってオンラインでお話をさせて頂きま
した。

　これまでも、県の塾協議会の会議や研修会や、自塾開催の入試
説明会などをオンライン開催してきたことはありましたが、全国
規模の研修でのお話は初めてでしたので、大変緊張するものでし
たが、何とか皆様のお役に立てる教材紹介ができたのではない
かと思っています。

　さて、わたくし若輩者ながらも、研修会などでお話をさせて頂
く機会を頂くことも増え、プレゼンや発表のしかたに、より工夫
を加えて、視聴者の皆さんが楽しく聞けるお話ができるよう勉強
中です。今回の教材研究会では、あえて画面共有を使用せず、フ
リップを自作してテレビ番組のパネラーのようにお話をさせて頂
きました。このようにすることで、画面共有時の通信容量の負荷
をかけず、スムーズにオンライン通信ができました。

　また、今回のプレゼンは『教材の使い方』に特化したお話をさ
せて頂いたのですが、時系列的にどのタイミングで、どの教材を
使用するのが適切か、ということに重きを置いてお話をしまし
た。たとえば、好学出版「パターン問題集」は私イチオシの教材な
のですが、冬期講習会から導入したり、また上位クラス生の直前
対策では文理「公立高3年間の入試セレクト」を使ったりします。
視聴者の方が一番知りたいことは、より適切な場面での教材利
用のタイミングではないかと考えました。

　コロナ禍の2年間で、例えば当館塾生向けの説明会などでは、
ほとんど共有画面だけで資料提示を行ってきましたが、聞く側か
らすると、どうしても飽きてしまうことがあると思います。パネ
ラーが顔を出して語り掛けることで視聴者を引き付ける、そのよ
うなお話が今後もできるよう努力していきたいと思っておりま
す。そして次回研修会では、ぜひ会場に足を運んで各エリアの先
生方と交流を深めたいと思っております。

エリア関東代表　渡辺 浩
（人間教育渡辺塾・東京都）

　先生方、新年明けましておめでとう
ございます。旧年中は大変お世話に
なりました。２０２３年もどうぞよろ
しくお願いいたします。
　コロナウィルスと対峙して３年が経

過しました。当初の『未知なるウィルス』への恐怖は弱まり、この
ウィルスとどのように共存するかという段階に来ています。東京
都では１月に１日２万人以上の新規陽性者が判明しましたが、今
はそれも収まりつつあります。ただ一方で、死者数も７００００人
近く出ているのも事実です。個人的にはまだまだ楽観視できる状
況ではないのかなと思います。

　さて、私塾ネットエリア関東では２０２２年もコロナ禍ではあり
ましたが、オンラインを活用し、感染対策に充分注意しながら定
例会及び定例研修会、そして、年末研修会を行わせていただきま
した。各会に参加して下さった先生方、携わってくださった役員の
先生方、本当にありがとうございました。この場をお借りして御
礼申し上げます。私も関東代表としての任期があと２ヶ月となり
ました。次の代表を務めて下さる先生にも、引き続き研修を主と
した、会員塾や塾生の皆様にとって有益な情報提供ができる会で
あって欲しいと切に願います。どうぞよろしくお願い申し上げま
す。

　また、関東圏だけでなく、東北、中国、四国からも沢山の先生
方にその都度ご参加いただき、また応援していただき、ありがと
うございました。僕のような代表としての器も人望もない人間を
支えて下さり、時には厳しくご指導くださり、自分自身も大変成
長させていただきました。代表冥利に尽きます。

　最後の個人的なお願いとして、昨年末に行わせていただいた
「年末研修会」を今後も恒例行事として是非継続させていただ
きたいです。教材会社さんでなく、塾の先生ならではの教材の使
い方の披露、今後はデジタル教材も増えてきます。そういったも
のの有効活用方法は先生方にとっても大変興味深い内容になる
と信じております。

　２０１７年から３期６年という長い期間、本当にありがとうござ
いました。今後もエリア関東の活動にご期待ください。

田中宏道 Facebook / ラピス鎌ヶ谷 Instagram
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エリア四国代表　小野 昭
（小野塾・香川県）

【データと仲間】
　香川進学研究会というチームがあ
りますのでご紹介させていただきま
す。メンバーは、おなじみ湯口先生・

谷本先生・寺島先生・田村先生・山田先生・山本先生・蓮池先生
（高松市・さぬき市に3教場を運営なさっています）・小野塾の
8名です。皆さん香川県で長年ご活躍されている先生方でござ
います。

　活動は中学3年生の学習の診断テストに合わせて年間6回行
われています。学校でテストがあるとその結果を集計して、志
望高校と合わせて湯口先生に送ります。香川県の中3生約
7500名の内、400名程度の生徒情報が集まります。あくま
で私個人の意見ではありますが、業者のテストでもう少し受験
生の多いテストは存在するのですが、実際のテストデータを
使った方が信憑性が高いと思っています。業者テストは余程意
識が高くないと集中力や日程が合わない等で、生徒が能力を
十分に発揮しきっていないなと感じるからです。但し、業者テ
ストと併用なさっている先生方もいらっしゃいますことも申し
添えておきます。湯口先生のところで、成績表（偏差値）を作っ
てくださいます。さらに、高校入試の合否結果も追跡調査して
います。そしてとどめに、内申点に焦点を当てた合否結果も
作っています。
　つまり、偏差値・偏差値による合否追跡表・内申点による合
否追跡表の3つのデータを作成しています。この3つを頼りに
各塾は進路指導にあたっています。私の塾も1月23日現在（原
稿締切迫る笑）において、生徒・保護者様と一緒に大切な進路
相談をさせていただいております。

　仲間というものは非常に大切ですね。仕事でもそう、プライ
ベートでもそう、仲間と会った後は気分がいいですものね。会
合のたびに1時間程度皆さんで仕事のことも含めて近況報告を
行うのですが、付合いが長くなると考えが似てくるのでしょう
か、お話しているとほっとしますね。当然違う価値観からのア
プローチもあるのでしょうが、各先生、体を張って声を張って
頑張っていらっしゃいます。55歳の私からしても1回り以上年
上の先生方が前向きに生徒と向き合い、真摯に塾に取り組
み、かつ「楽しそうに」やっているお姿を拝見し勇気をいただ
いています。

　ご挨拶が後になりましたが、2023年も皆様にとって「楽し
い」年になっていきますよう、お祈りしつつエリア報告とさせて
いただきます。

エリア中国代表　西本雅明
（パワーゼミ西本・広島県）

　あっと言う間に年が明けました。
広島県立高校は今春から新しい入
試制度による選抜が行われます。
特に「自己表現」という項目は賛否

両論ですが、どんな結果になるのか、少し楽しみです。この原
稿を書いている1月下旬は、中学入試と共通テストは終わった
ものの、いよいよ高校入試と大学入試の仕上げの時期です。
その上、新年度の募集もあり、毎日がてんやわんや（そんな漫
才師がいたなぁ）です。毎年のことながら何度経験しても慣れ
ません。
　さて、前号でご報告しました「中国エリア」の研修会＆忘年会
ですが、理事長をお迎えして無事に終了いたしました。地元で
は泣く子も黙る増井先生のコネクションを利用して、鞆の浦か
らチャーター船（めっちゃ早いやつ）で、北木島（笠岡市）へ渡
り、石切場などを見学し、島の歴史を学びました。また、（潮待
ちの港）鞆の浦では河浜先生のガイドで、地元の人も知らない
町の歴史、瀬戸内を学べました。改めまして増井先生、川浜先
生、また、わざわざ福山までお越しくださって会員との距離を
縮めてくださった田中理事長、有難うございました。楽しい有意
義な会であったと、ご報告申し上げます。

　さて、奇数月に行われる「中国エリア定例会」ですが、コロナ
の影響は大きくて、会場としていたホテルが廃業しましたので、
場所をどうするかの問題も棚上げ状態です。この期間中の会議
はコロナへの対応でオンライン会議が多くて、会員からの「よ
もやま話」が聞けないのは残念です。オンラインでは「余計な
ことが言えない雰囲気」があります。本人が余計なことと思う
事柄の中に重要な情報がある場合が多いので、遠慮なくお話し
ていただければと感じています。まだしばらくはオンライン会
議が続きそうです。ぜひ「よもやま話」をお聞かせください。
　話は変わりますが、僕の塾は「うっかり」「ぼんやり」の同年
代の講師が定年退職などでいなくなり、今は若い講師たちを中
心に授業を行っています。来年度の受講料や教材費など、逐次
報告をしてくれるのですが、ついつい確認を後回しにしてしまっ
て、結局「前回、許可をいただきました。」だの「以前、仰ってい
たことと違います。」だの、怒られっぱなしです。なんだか最近
いろいろな方に叱られます。ほんの少しご紹介しますと・・・広
告代理店には、「明日までに原稿を頂かないと間に合いませ
ん。（ごめん、頭が空っぽ）」。税理士には「これは何の支出です
か！（ごめん、僕のおやつ）」。中村直人先生（広報部長）には、
「メールには必ず返信してください。あなただけですよ！（本当
に失礼しました）」。妻には、「洗濯物を触らないで！二度手間
になるから！（ごめん、良かれと思いまして）」。などです。まわ
りの塾長たちが叱られている姿を目撃したことはありませんの
で、こんな経験は多分僕だけだろうと思います。中間管理職は
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賛助会員紹介賛助会員紹介

―“夢を叶える”プログラム、高大連携ブリッジ授業―
＜東京都渋谷区＞

　本校は、以下の３つを教育
指針に掲げています。

　ひとつめは、「世界に繋が
る教育」です。多様な外国語
教育と世界22の提携校と共
同で進める「世界教室」プラ
グラムを中心に、本校に通う
全ての生徒が主体的に海外の
高校生たちと繋がり、ともに

学ぶことができます。

　ふたつめは、「未来につながる教育」です。これは、20年
後、30年後の遠い未来ではなく、高校卒業後の進路を指しま
す。本校独自の進路対策で全ての生徒が希望の進路に進むこ
とができることを目指しています。

　みっつめは、「豊かさにつながる教育」です。本校の勝浦
キャンパスで実施される「選択文化講座」は、生涯にわたって、
生徒の皆さんが豊かな人生を送るための教養講座です。現在、
「和食文化」「洋食文化」「乗馬」「ハーブ栽培」「生涯スポー
ツ」「芸術」の６つの学びを３年間かけて学びます。
　これら３つの教育指針のうち、「未来につながる教育」＝
「進路対策」について、詳しく説明したいと思います。

　本校は、進路対策の中心として高大連携を積極的に進めて
います。教育提携を結んだ国内外の大学（学部）の数は年々増
え、現在20大学を超えるに至りました。これらの大学とおこ
なう高大連携事業の核となっているのが、「高大連携ブリッジ
授業」です。

　「高大連携ブリッジ授業」とは、本校または大学で、授業や
ゼミを受講するという本校独自のプログラムです。高校生のう
ちから、大学での学びをリアル体験することで、生徒それぞれ
が、自分の進路を明確にすることができます。

　「高大連携ブリッジ授業」を開始して10年が経ちますが、
ブリッジ授業での学びは確実に生徒の進路に結びつくように
なってきました。大学の中には、事前に本や論文を生徒に読ま
せ、授業後にレポートを提出させる課題を出してくるところも
あり、そのレポートに対するアドバイスや評価が、生徒たちの
学力に反映しています。また大学で授業を受けることで、大学
生活の雰囲気を感じたり、自分が進むべき道を見つけたりと、
生徒たちが得るものは大きいです。ブリッジ授業を行っている

関東国際高等学校

https://www.kantokokusai.ac.jp

大学に指定校推薦で進学することも可能です。推薦枠を取得
できなくても、大学で学んだことをまとめて提出することで評
価されることもあります。「高大連携ブリッジ授業」を経て、自
分が進むべき進路を決めた生徒たちの大部分は、総合型選
抜、学校推薦型選抜入試を使って進学します。また、海外の大
学に進学する生徒も、毎年40～50人います。

　「高大連携ブリッジ授業」以外にも多様な進路対策を実施
しています。本校の生徒はそれぞれ個性が異なり、みな豊かな
才能を持っています。英語が得意な生徒もいれば、その他の外
国語の学習に力を入れている生徒もいます。数学が好きな生
徒もいますし、体育に秀でているという生徒もいます。自分の
得意分野を伸ばし、その生徒の力に見合った大学を見つけてよ
り学びを深めていくことが、生徒の将来に繋がると考えていま
す。本校が総合型選抜、学校推薦型選抜を強く薦めているの
は、生徒の才能は教科の成績だけでは測れないと考えるから
です。生徒に適した進路を見極めることが何より大切だと思っ
ています。

副校長　黒澤 眞爾

大変だという話はよく聞きますが、人によっては塾長だって大
変なんです。もし、「俺だって悲しいぞ」という塾長がいました
ら、「悲しい塾長の会」を結成しませんか？連絡をお持ちします
（嘘ですよ。本当に悲しい塾長が集まると悲しすぎるので、間
違えても連絡してこないでね）。
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クの諸先生方、こんにちは。
日頃は大変お世話になってお
ります。東洋高等学校の石井
和彦と申します。ここ３年程、
コロナ禍の影響で忘年会など
先生方にお会いする機会が
減ってしまい、残念な思いを
抱いていたところ、昨年６月
22日の学習塾協同組合30周

年記念式典では久しぶりに先生方の刺激的なお話を伺うこと
ができ、望外の喜びでした。

　さて、私は中学・高校時代に「勉強」が不得手で成績も良く
なかったのですが読書だけは好きで、大学では近代日本文学
を専攻しました。大学では好きなことや新しい発見にのめり込
んで、また、個性的な友人たちに出会えて、大学での経験が人
生の方向性を決めることにもなりました。社会に出るときに考
えたのは、自分より若い人に読書の楽しさや奥深さを伝えた
い、ということでした。

　このような動機から教職の道に進んだのですが、30年余り
担任をし、授業を続け、生徒に接してきて、「学校や教員の使
命」というようなことが自分の裡で徐々に形になってきたよう
な気がします。浅薄な考えかもしれませんが、これまでいわゆ
る「高度成長期」の人生モデルが後生大事にされてきたことの
ツケが最近になって一気に顕在化したように思われます。その
人生モデルとは、一生懸命勉強に励んで良い成績をとって、良
い学校に進み刻苦勉励すれば良い企業に入れて年功序列で終
身雇用が保証されて円満な人生が送れる、というものです。と
ころが、そのような価値観、文化等を維持した果てに現れてき
たのは何かというと、産業や経済をはじめとする様々な面での
衰退と、多くの課題です。日本を代表するような、ある大企業
が財政的に破綻し、海外資本に経営権を譲った際に、幹部のひ
とりが放った「どうしてこうなったのかわからない」という旨の
発言が私にとって大きな衝撃でした。

　2011年の東日本大震災は多くの人命や生活を奪っただけ
でなく、日本が抱える諸問題をあからさまにした出来事でした
が、それら諸問題に真摯に対応することがないまま十年余が過
ぎています。2019年に発生したコロナ禍は未だ私たちの生命
や生活を脅かしていますが、流行当初の混乱ぶりも、今の私た
ちに足りないものが何かを示していたと思われます。

　東洋高等学校では校訓として「自律・共生」を掲げていま
す。これからの社会に必要なのは、一人ひとりが状況を分析
し、自分の志向や適性を考慮して判断し、他者と関わりながら
行動できることだと、強く思います。教科の勉強は、認識や判
断の土台となるものとしてそれ自体が大切なことですが、併せ

て、学び方を身に付けるという意味で重要です。学校を離れて
も、一人ひとりが、何を、なぜ、どのような方法で学ぶのか、と
いう学び方を得ておかなければ、これからの流動的な社会で
生きていくことが難しくなります。

　一方で、通信技術が大幅に発展し情報量が飛躍的に増大す
るとともに、逆にコミュニケーションが難しくなってきていると
も感じます。相手（発信者）の真意を探ろうとせず、二次的な、
いわば噂を信じてしまう、とか、物事のオリジナルを求めようと
はしないで、安直に手に入る情報を鵜呑みにしてしまう、とか。

　学校という存在は、こうしたことに留意しつつ、これからの
混沌とした不確定な世の中を生きていく生徒たちに、生きる勇
気と術を与えてあげる場なのではないかと考えるようになりま
した。学習塾の先生方は、教科指導を柱としつつも、その教科
指導を通して、きめ細やかに個々の児童や生徒にこのようなこ
とを日々、実践していらっしゃると思います。学校よりも小回り
が利き、その機動力を活かして未来の担い手を育てていらっ
しゃることに敬意を感じています。私立学校のひとつである本
校も、目先のことに囚われず、世の中を広く、そして遠くを見
て、がんばっていこうと思います。
　今後とも、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い致します。

東洋高等学校 ―「将来なりたい自分」に近づく３年間―
＜東京都千代田区＞

東洋高等学校

https://www.toyo.ed.jp

　全日本私塾教育ネットワー
クへ加盟されていらっしゃる
皆様には、平素より大変お世
話になりまして誠にありがと
うございます。
　弊社発行の「塾と教育」は
昨年12月１日号をもって創刊
満10周年を迎えました。変
化の厳しいこの時代にあっ
て、毎月1万5000部を刊行

させていただくことができたのは皆様のご支援のたまもので
す。誠にありがとうございます。

　月刊誌「塾と教育」

　毎月発行させていただいている月刊誌「塾と教育」は、創刊
より毎月１万5000部を発行させていただき、全国の教育関
係の皆様にお読みいただいています。
　入試制度の変化や、教育に関わる様々な取り組みや課題、
データ分析、生きた情報、旬な話題等をお伝えするべく、ネット
からとれる情報ではなく、取材に伺ったり、データに基づいた
分析により、お役に立てていただける生きた情報を発信させて
いただいています。
　読者の皆様からは、「役に立つ情報が多い」「様々な情報を
知ることができる」「掲載されていたデータを保護者会で使用
したい」「取材に来てくれてありがとう」「知り合いの塾が掲載
されていた」などのたくさんの反響をいただき、多くの皆様に
お読みいただけているという実感とともに、感謝の気持ちで
いっぱいです。
　今まで以上に最新の情報を多くの皆様へお届けしてまいり
ます。これからもご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

　「塾と教育」読者交流同好会

「塾と教育」読者の皆様へ感謝の気持ちを込めまして、読者
間の交流を目的とした各種「同好会」を発足させていただきま
した。この「同好会」は、趣味、娯楽、スポーツ、学習、研究、そ

の他活動の中身は問いません。対面やオンライン、メール等を
通じて同じ教育の世界に生きる全国の皆様が、地域、年齢や立
場とは無縁な、穏やかな「友だちの輪」を広げる会です。
　ご興味をお持ちいただけましたらご連絡くださいますようお
願いします。

　「塾と教育」セミナー

　セミナーを春と秋に開催させていただいています。これから
の教育や入試の変化や生徒さんとの関わり、保護者との関係
構築や最新の教材の紹介など、教室運営にすぐにお役に立て
ていただけるセミナーを開催させていただいています。
　

　日本民間教育大賞

　日本民間教育大賞は、全国の学
習塾広域団体（順不同：全日本私
塾教育ネットワーク、全国学習塾
協会、全国学習塾協同組合、学習
塾公開企業協議会、私塾協同組合
連合会、NPO学習塾全国連合協議
会、日本青少年育成協会、全国教
育ボランティアの会、民間教育連
盟）の後援のもと、後援団体から選出された選定委員からなる
「日本民間教育大賞選定会議」が主催し、弊社が事務局を務
めさせていただいています。
　「日本民間教育大賞 最高功労賞」は、75歳以上で民間教育
の発展に著しく貢献された方（引退された方も可）、「日本民間
教育大賞 特別功労賞」は、没後10年以内の故人にして民間教
育の発展に著しく貢献された方が毎回受賞されています。
　わが国はいま、先進国の一員として確固たる地位を占めるま
でに至っており、この間に民間教育とりわけ塾教育が教育水準
の向上に果たした役割は計り知れないものがあります。民間教
育の発展に寄与された方々のご尽力に感謝の意を表するとと
もに、ご功績を顕彰することを通じて、民間教育が果たしてき
た役割を日本民間教育大賞を通じて広く世に知らしめること
ができればと願っています。

　変化の激しい時代だからこそ、社会に貢献できる、活躍でき
る人財の育成にご尽力をされ、学習を通して生徒さんの成長を
願い指導にあたっていらっしゃる皆様に深く感銘を受けてい
ます。少しでもそのお役に立たせていただけるよう精進してま
いります。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

代表取締役社長　加藤 麻由美
校長　石井 和彦 株式会社 塾と教育社

＜東京都新宿区＞

塾と教育社

http://www.juku-kyoiku.com

四谷警察署主催「TOKYO交通安全キャンペーン」に出演
（吹奏楽部・ソングリーダー部）
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全国塾長
職員研修大会

[04.23 Sun]

全日本私塾教育ネットワーク

ぜひお会いいたしましょう！！

当日のプログラム（プログラムは予定であり、変更になる場合があります）

Connect to HUB!

  報告　    丹治 美香 （一橋ゼミナール八木山校 ・宮城県）

　私塾ネットの会員の皆様初めまし
て。昨年１０月に入会させて頂きまし
た、一橋ゼミナール八木山校、通称
ＯＮＥＺＥＭＩ（ワンゼミ）の丹治美
香と申します。どうぞ宜しくお願い申
し上げます。
■自塾の紹介…当教室は宮城県仙台
市にあり、2023年に開校35年を
迎えます。青葉城址、動物園、遊園地と日本一標高が高い地下
鉄の駅の近くにあります。１クラス４名までの同一学年・同一
教科にて授業を行っております。特徴としては、収容人数がそ

れほど多くはないということもあり、
卒業生や塾生の紹介がないと入塾で
きないシステムをとっています。入塾
から卒業までの期間は平均して５年、
高校受験から大学受験までを見届け
ています。

■年末研修会…１２月１１日に東京で行われました「年末研修
会」に参加させて頂きました。「こういう企画をやりたかった」
という教材に関する企画で、製作者の製作に至った経緯や使用
方法、使用時期、または映像授業との連携など、テンポの良い
興味深い内容で、あっという間に時間が過ぎてしまいました。

エリア報告 北から南まで

  報告　  　　　        木谷 朝子 （木谷塾 ・東京都）

　2022年８月から続いたコロナ
第7波は終息へ向かい、第8波の
影響も予想される中、11月3日に
「OKK大井町から教育を考える
会の教育講演会＆中学高等学校
相談会」が実施された。
　2022年はOKK発足から20年
目にあたる記念の年でもあった。コロナの影響でこの相談会を
中止せざるを得ない年もあったが、受験生や保護者がこの会
をどれ程望んでいるのかを生で聞ける貴重な会でもあり、
320名あまりの参加人数が如実に表していると思われる。

　今回「声の教育社」三谷
潤一氏に代わった後藤和浩
氏の教育講演会は、入場制
限が必要なほどだった。ま
た今回は、なるほどと思う
意見を保護者から頂いた。
「他の相談会にも行ってい
るが、そこでは明らかに１5
分以上の相談を嫌がる学

校が複数あり、その内容も進学実績や偏差値の話ばかり。そし
てその会場でOKKの参加校を見つけ（志望校ではないのだ
が）お話を聞いてみると、生徒に向き合う姿勢など熱意あふれ
る説明に驚いた。さらに、自校だけでなく私学全体を考えてお
話しくださった。こんな私学があるのか、今まさに経済的不平
等がはびこる日本の中で50年後、100年後を考えての教育を
しなければならないという私学とは？正直に言ってOKKの相
談会がある事も知らなかった自分はかなり衝撃を受けて今日、
11月３日に至った。そして私の理解は正しかったと感じた」と
お話されていた。
　この保護者の意見は、
「OKKの生徒一人一人に
あった学校を会員全員で見
つける。知力は大きな力に
なる」という理念に合致して
いて私たちが進んできた20
年の歩みが肯定されたよう
で非常に嬉しかった。もう一
組のお話は、「自分の長子は公立中学に行っているが、コロナ
禍では学級閉鎖になったり、対策が後手でこの数年間の授業
は無いに等しい。その点私立中学に通う友人のお子さんは、い
ち早くタブレットによるリモート授業が開始され、こんなにも
の違うのかと。末子は私立中学にと思い相談会に来た」とお話
しくださった。公立と私立のシステムの差はあれ危機管理とい
う点からも保護者が見る私立校ということで興味深かった。
　最後に、コロナに振り回される時期が過ぎようとしている
今、教育の灯をともし続けていくOKKに賛同し後援してくださ
る品川区、品川区商店街連合会、品川区商店街振興組合連合

  報告　            神野 純典 （神野進学教室・愛媛県）

　神野進学教室の神野です。長年暮ら
した神戸から故郷の新居浜に戻り、
2008年12月に妻と二人で教室を立
ち上げてから14年がたち15年目を迎
えました。
 新居浜市は、愛媛県の東部に位置す
る人口11万5千人ほどの地方都市で
す。別子銅山の開坑によって栄えた住
友の企業城下町で、臨海部には住友の工場が立ち並んでいます。
 新居浜市もご多分に漏れず、人口減少・生徒数減少が大問題で
す。私たちが本格的に生徒募集を始めた2009年の中学校の生
徒数は3465人でしたが、2022年には3142人に減少しまし
た。率にして約10％の減少です。
 もっと厳しい環境で奮闘されている先生方のお話を伺うことが
あるので、泣き言は言っていられないのですが、こんな状況です
から、最近よく、これから変えていかなければならないことと、逆
に変えずに続けていかなければならないことを考えます。大学入
試をはじめ教育環境が激変していますから、知識・教える技術を
アップデートしていかなければならないことはもちろんですが、他
方教室の基本方針、私たちで言えば『新居浜の子供たちのための
教室』をつくるということは持ち続けなければならない。
 開校以来続けていることに、学習計画表があります。一週間に一
度、生徒たちに学習計画表（A4のプリント）を配布します。彼ら
は、それに、勉強時間・教科・テキスト・単元・ページ・自己評価を
記載して提出します。そして私は、それに簡単なコメントをつけて
返却という流れです。学習計画表の目的はもちろん、生徒たちが目
標を決めて計画的に行動することができるようになることですが、
生徒たちとのコミュニケーションの手立ての1つになっています。
私にとっては、そちらの方が大きな意味をもつかもしれません。
 学習計画表の一番下に感想欄をつけました。なんでもいいから
生徒たちが感じたことを自由に書いてもらっています。たいていは
「今週はこつこつと勉強できた。学力テストや休み明けテストを
見据えて確実に力をつけたい」など、勉強に関するまじめなコメ
ントが並びます。でも中にはこんなコメントが混じっています。
「クリスマスです。あんまり感じんけど、でもご飯で美味しいもの
が出ると思うのでとても楽しみです。たくさん食べるぞ」コメント
の主はシユウ君、中学校2年生の男の子です。ちなみに彼の全国
模試での偏差値は70、学校では当然1番です。たまらんなぁ。

https://okk-web.com

「これはあのクラスに使おう。」「この教材はこうやって使うの
か。」など、多くの気づきがありました。年末のお忙しい時期に
企画し開催して頂き、忙しい中でも仕事をこなせる方たちに刺
激を受け、これからの受験シーズンを例年以上に頑張ろうとい
う気力が湧きました。私塾ネットに入会したことで、今後も様々
な企画に参加できることを非常に楽しみにしております。
■皆様へ１２年前の感謝…この場をお借りして皆様に申し上げ
たいことがございます。2011年の東日本大震災では、全国の
皆様から被災地に向け、多くの祈りや励ましのお言葉を頂戴致
しました。当時、この先どうなるのか分からない不安の中にお
りましたが、他の地域が元気であることが、我々は立ち直れる
という希望につながったことを覚えております。全国にネット
ワークを持つ必要性を感じるきっかけにもなりました。今こう
して日常を取り戻せたのは皆様のおかげだと思っております。
心より感謝申し上げます。また、このご恩を忘れることなく、も
し、全国どこでも何かあった時に
は、経験を活かし、必ずや皆様の
手助けをするつもりでおります。
　コロナ禍において、先を見通せ
ない不安もありますが、大変な時
こそ何よりも人とのつながりを大
切にすることで、未来へのヒント
を見つけて来ました。今後ともど
うぞ宜しくお願い申し上げます。

祝 OKK 20周年記念懇親会にて

木谷先生

会、協賛の株式会社声の教育社、ご協力くださる私塾ネット、
(有)小池企画印刷の皆様にこの場をお借りして感謝の意を込
めてお礼を申し上げたい。

声掛けひとつで子どもは変わる。

2023 234
東京・大井町 きゅりあん

❶ オープニング / 14:30～14:45 （15分）

❷ 記念講演＆研修 / 14:50～16:50 （120分）
❸ ふりかえりと感謝 / 16:50～17:00 （10分）

▶ 第　 部　情報交換会（無料）   【開場】13:00 / 【大会】13:20～14:10
▶ 第　 部　研修大会（有料）   【開場】14:10 / 【大会】14:30～17:00

▶ 第　 部　懇親会（有料） /17:30～19:30

学校法人東洋大学京北幼稚園園長
文京区私立幼稚園連合会会長

川合  正 氏記念講演

第３部（懇親会）から参加される方の受付けは
17:00より行います。

WEBサイトから　
カンタン参加申し込み！▶

お申込み締切【4/17（月）】

08 09
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【 第一部 】
１．フォーユー研究会代表理事の仲野十和田先生ご挨拶
　10年ほど前に通信制サポート校を開くと決めた頃、「学校に行
かない子を持つ親の会」の勉強会に月1回参加するようになった。
そこで家庭が学校に持つ不満と学校側の立場の不一致はなにか
と考え、それらを解消していきたいということで、NPO法人フォー
ユー研究会を立ち上げ、「学びの会」というものを開き、学校の先

生方と地域の家庭と我々民間団体が月1
回現在も一緒にいろいろ悩み事や相談を
している。
　フリースクールつばさの紹介は、会場に
いた卒業生の中島さんに急遽お願いす
る。

２．基調講演 全国不登校新聞社代表理事 石井志昴様　
［プロフィール］石井氏は、1982年
生まれ東京都町田市出身。中学受験
を機に学校生活が合わず、教員・校
則・いじめなどを理由に中学2年から
不登校。同年フリースクール「東京
シューレ」入会。19歳からNPO法人
全国不登校新聞社が発行する「不登
校新聞」のスタッフとなり2006年か
ら編集長を務め、現在全国不登校新

聞社代表理事。これまで、不登校の子供・若者・識者など400人
以上に取材し、色々なメディアにも出演している。
　20年にわたる取材により得た結論。「引きこもり・不登校は、
人には必要な時がある」。その原因が分からずとも、学校から離れ
る・家で休む・自分なりに自分と向き合う時間を持つことが必要
だ。なぜそうなったか分からなくても、その人なりに確かな理由が
あり、ダメなんじゃない・回り道でもない、不登校でも大丈夫なん
だ。離れた方がその人なりの人生が豊かになるんだ。

　まず文科省の不登校に対する見識・基本方針が大きく変わった。
その１.不登校へのとらえ方：その行為を「問題行動」と判断しては
　　　ならない。
その２.不登校対応：学校復帰という結果だけを求めない。最終的
　　　な社会的自立を求める。
　これらは、教育のトレンドが変わり、みんな同じにという公平性
の担保という観点から、それぞれの人に合ったやり方、個別最適化
の時代に入ったからである。これらの背景には、①「教育機会確保
法」の成立（2016年）②「学習指導要領の改訂」（2017年）③
学校復帰の前提対応を変えるため、（いままで問題行動扱いして
いた）過去の通知をすべて廃止（2019年）がある。しかし、まだ
世の中に、十分徹底されていないのも事実である。

　情報として、皆さんあまりご存じないのは、不登校になってその
後はどうなったかというところである。まず例として、ご自分の体
験談を話される。親に学校は無理と伝えた14歳からフリースクー
ル以外の学校にはかかわらずに現在40歳まで至っている。
　次にご友人のフィギュア作家の竹内信善さんのお話をされる。小
学校高学年から学校に行かず、フィギュア作り一筋でやっている。
現在数少ない東宝からゴジラを作る認定をされた作家である。
　不登校だった有名人は、千原Jr.さんや中川翔子さんほか多数、
有名でなくてもキックボクサーから国会議員まで種々様々な職業
についている。どんな可能性でもあるということだ。

　不登校の人が新しい第一歩を踏み出す前触れは、「ヒマだな～」
の連呼。ヒマと感じられる状況になる時だと言う。それを聞きのが
さないように。かなりの確率で抜け出せる可能性がある。ただ、い

文：私塾ネット副理事  中村直人

教育・不登校フォーラム 2022に参加して
［2022.11.23］

　2022 年11月23日 ( 水・祝 )に、雨の中越谷サンシティ ポルティコホールにて、NPO 法人フォーユー研究会主催、後援：
吉川市教育委員会・越谷市教育委員会、協力：つばさ高等学院・つばさスクールの「教育・不登校フォーラム 2022」という
セミナーが、午後 2時から開催された。司会は、つばさ高等学院・つばさスクールの仲野日奈子先生。

文：私塾ネット副理事  中村直人

私塾ネット関東・埼玉県私塾協同組合共催 年末研修会報告
［2022.12.11］

2022年12月11日（日）午後12時半より、私塾ネット関東と埼玉県私塾協同組合共催の年末研修会が、東京御茶ノ水のワイム
貸会議室４FのROOM Eにて行われた。今回は、東京2名・埼玉2名・青森1名と各地の先生方に、＝新年度教材研究＝の講演を
して頂くことになった。司会は、私塾ネット事務局の長江広紀先生。当日は、会場・WEB合わせて37名ほどの参加があった。

□初めに、埼玉県私塾協同組合の理事長坂田義勝先生の御挨
拶。次いでこの研修会の計画・立案・実行をされた、私塾ネット関
東代表渡辺浩先生の御挨拶の後、すぐに講演が始まった。

①【国語】柏木眞先生（サイエイスクール・埼玉）
　まず、｟私：S｠が｜それを：O｜する：V。と
いう能動文と、｟それ：主題｠は｜私が：S｜
する：V。という主題文を理解し、「｟何｠…
どうなる」という関係性《論理ベクトル》を
把握し、論説文を読み解くことを示される。
また、話題の提示から、次に説明・補足が入
り、具体事例を挙げ論証し、最後にもう一

回話題を回収する呼応・呼び合いの基本パターンを確認し、実際
の22年都立高校国語入試問題の論説文を題材に会場参加の方
達に解いてもらう。普段大人は無意識にそれらをやっているが、１
５歳の生徒にどう説明するか意識して読むように指示される。詳
細な解説の後、設問のなぜか？に対し、主題がどうだからと論理
的に答える訓練を《論理ベクトル》を通し、しっかり行うべきだと
いうのが先生の今日の講義の要旨となる。
　柏木先生のメソッドを生かして作られたのが、育伸社の「ベスト
セレクト」という教材である。また先生が直接吹き込まれた音声
の解説が付属しているので、是非それを聞いて赤線を引いた部分
の解説を読んでもらいたいとのことであった。

②【英語】菊池美伸先生（サイエイスクール・埼玉）
　ご出身は秋田で、英語は一生懸命勉強し
なければいけないが、秋田弁はネイティブ
でいつでもOKとつかみは万全。1990年に
サイエイに入社し、英語専門のサイエイイン
ターナショナルで仕事をされているとの自
己紹介があった。今回は、自学自習で英検
合格に向けた総合的な英語力をつける育伸

社の「リズムでマスター」の紹介。特に、実際の授業でのお勧めの
使用法を指導する。
　英検準２級Unit1を、育伸社様の吉田様と川田様お二人に前に
出ていただき、生徒A役と生徒B役を実演していただく。

１．左のポイントを黙読してもらう。（input）２．次に先生の後に
ついて発音練習（output）。３．下の準２級レベルの関連単語を
発音して覚える。（input）。４．A：（日本文のみ見て）Hurry up!  
We’ll be late for the graduation ceremony.　B：（日本文の
み見て）You go ahead!  I’ll catch up with you in a minute.
（output）５．A役、B役を交互に替え、単語も opening ceremony 
やaward ceremonyに替えて続ける。（input）（output）を交互
にリズミカルに行う。オリジナルアイデア例えば、weddingや
meetingなど生徒がアドリブで置き換えて言ってもらうのもいい
が、あまり良い例は期待できないので、教師が事前に用意してお
くのも大事。続いて、会場の参加者にも違う例文で実践練習して
いただく。皆さん二人一組になって、にぎやかに英文を見ずに発
音しての練習を楽しく行う。
　育伸社吉田康孝様より「ベストセレクト」及び「リズムでマス
ター」の教材のほか、集客支援となる自立学習支援システムのi 
Step Clubのご紹介があった。

③【理科】伊丹龍義先生（学びエイド鉄人講師・東京）
　伊丹先生は、個別指導のSRP教育研究
所の経営ほか、映像授業・オンライン授業
等の講師を各所で担当されている。家庭教
師のトライの映像授業TryIt やオンライン
予備校の学びエイドなどで活躍。スイーツ
マスターは関係なし。初めに、好学出版の
「ウイニング・映像ウイニング」のお薦め

の点５つを挙げられる。１．フルカラー。理科では内容のイメージ
がしやすい。２．図表の多さと分かりやすさ。実験問題など伝わ
りやすい＆解きやすい。３．説明の流れにストーリー性が高い。
生徒一人でも集団授業でも、読んで進められる。４．強化学習（必
要な所だけ）定着＆テスト前演習もしっかり。５．素晴らしい講師
による映像授業がある。３学年で1319本用意され、分からない
所だけ見ても家で個別指導と同系統の学習ができ、また授業の
効率化が図れる。映像のみ視聴は不可。テキスト必須。映像は、
学びエイドマスターでも視聴可能。
　もう一つ無料アプリの〇〇〇Itを紹介。Youtube上に中高で約
4000本の映像授業がアップされており、学校の予習・復習に、
ウイニングの前段階に有用である。
　映像授業は続けるモチベーションを維持するのが難しい。それ
に対し、スタディプラスという生徒学習記録システムを推薦する。
（スタプラについては広報７９号参照）紹介された、以上のツー
ルを組み合わせ、現実的な理想の学習の構築を図る。学習塾での
使用モデルを４モデル提案されるが、紙面の関係上省略。また、
いたみ先生の出張講座＆説明会もあり、詳細は「itami2@srp」

祝 OKK 20周年記念懇親会にて

まで。先生の講演は、非常にテンポよく、笑いをうまく取る軽妙な
トークで大変印象的でした。
　好学出版の郷家裕也様が登場。「ウイニングノート」という映像
授業だけでなく集団授業でも使える支援教材の紹介と自社の「新
ワーク」という教科書準拠の教材にも映像があるのでホームペー
ジより、サンプル動画をご覧になりご検討をよろしくとのこと。

③【社会】佐々木康先生（やまばと学習館・青森）
　やまばと学習館は、青森県浪岡で平成８
年創立、小学生～高校生まで集団と個別の
コースを持っている学習塾である。今回は
集団指導コース中３についてお話しされ
る。エデュケーショナルネットワークの
「ワーク」という教科書準拠の教材を基本
に使っている「ワーク」（EN）[４月～１月]

は、標準レベルの問題から文章記述の問題まで載っている。解答
欄が右端にまとまっているので後ろに折れば何度でも練習でき
る。生徒はテキストを持っているが、授業ではプロジェクターに
てホワイトボードにテキストの映像を映し、生徒に前を向いて教
師と一緒に授業を受けてもらう。資料や地図・写真等も使える威
力もある。受験対策として、まず「ウェイ・アップ」（EN）[４月～
７月] 基本中の基本で受験生としての自覚を持ってもらうために
やらせている。ついで「ウイニングフィニッシュ」（好学出版）[８
月～３月]各単元の初めの教科学習のまとめの部分が分かりやす
く使いやすい。分厚いが２周やらせている。１度目はノートに、２
度目はできなかったところを直接書きさせ、参考書として使える
ようにしている。１８年間やって受験期に必ずやらせているのが
「入試パターン別問題集」（好学出版）[１２月～３月]資料の数が
圧倒的。したがって資料から考察する力が付く。生徒の皆さんと
一緒に考察する授業をしている。最後に「３年間の公立入試セレ
クト」（文理）[１月～３月] 青森は、ほとんど公立高校進学なの
で、意欲のある生徒には、全国レベルの問題をやってもらう。環
境問題やSDGｓなど新しい問題にも挑戦する。これは、贈呈して
いる。また、弘前を中心とした塾の団体青森県私塾教育研究会で
青森県の高校入試の情報誌を作っている。予想問題も会員であ

る先生が作成している。津軽新報というローカルな新聞記事も話
題に出す。こういった社会の学習の根底にあるのは、社会をどの
ように身近に感じてもらうかで、自分の問題として取り上げても
らうことを考え生徒とともにやっている。
　　　　　　　　　　　　　　

④【数学】岩瀬善孝先生（ナカジュク・東京）
　渡辺代表から話すように言われ色々問答
した結果、碇先生もナカジュクのことも話
さなくていい、自分のことを話せと言われ
たが、自分から碇先生とナカジュクをとっ
たら何もないので、結局は碇先生の話にな
る。原点に戻ると2003年の４月の私塾
ネット全国塾長・職員研修大会の分科会で

碇先生にお会いしたことが最初。その後、碇数学を学びに群馬の
碇塾に2003年から５年間月１回通った。沢山の碇先生から教
わったことを今回は少し言語化してみた。
　Catch the sense!（センスをつかめ！）
１．流れを大切にする！ ２．「なぜ？」を大切にする！
３．深く学ぶことで、タテ、ヨコで考える。 ４．「合言葉」にする。
　１．については、図形の流れ【点→線→面】という見方で見る
と、多角形の内角の総和の出し方も色々あることが分かる。４．に
ついては、七五調で覚えやすいように合言葉を作る。三角関数で
は、「縦決めて、横を決めたら、四等分、sinスタート、cosスター
ト」など。ナカジュクでのテキストの選び方なども話された。

□最後に私塾ネット理事長の田中宏道
先生の講評と御礼があり無事終了。

　渡辺代表の満を持しての今回の年末
研修会は、教材会社の教材とどうやって
具体的に使用するかをエース講師の方
たちに教えていただき、大変有意義なコ
ラボとなった。内容は、関東のみの研修会という訳ではありませ
んので、次回は是非他のエリアの方たちもふるってご参加いただ
きたい。

つそうなるかは分からないので、ひたすら忍耐が要求される。
　心療内科医の明橋大二先生の「心が回復するまでの地図」の紹
介。これは、不登校の状態を把握するのに役に立つ。石井さんは6
年かかったといいうので、マクロの見方としていただきたい。①か
ら④まですんなり進むわけではない。行ったり来たりするものだ。

①　身体症状　対応：環境調整 
②　感情の噴出　対応：付き合う
③　言語化　対応：最後まで聞く
④　親離れ　対応：日常はミクロな視点で

　いろいろ詳細に話された内容は、紙面の関係で載せられないの
で、興味のある方は以下を。
　「学校に行きたくない」と子供が言ったとき親ができること
　　　　　　　　　　　　　（ポプラ新書）石井志昴著
　

【 第二部 】つばさの生徒さんたちによる出し物

　現役のつばさの生徒さん池端君と秋谷君二人の進行で始まる。
まず、生徒さんたちが作ったオープニングムービーを流した。つい
で、佐々木さんと岩崎さんの各ソロと二人のデュオダンスが披露
される。大学を1日で辞めて来た秋谷君の自己紹介。職員の諏訪
哲先生による野球物まね。司会の池端君が、介護のデイサービス
のバイト先で行っているとんち文字クイズを会場を巻き込んで行
う。生駒君が作ったエンディングムービーを流して終わる。つばさ
の皆さんの一生懸命さが新鮮でした。例年と違うこういう形もい
いですね。

【 第三部 】パネルディスカッション 司会：林 真路先生
 石井志昴様（全国不登校新聞
社）・和泉典子様（まなびリン
ク）・岡亜紀子様（保護者）・
小野田光伸（NPO法人フォー
ユー研究会）・岩崎さん（つば
さスクール生徒・中２）
　内容は、紙面の関係で省
略。特に輝いていたのが岩崎
さんで、受け答え等、率直に
見事に応じて話し、この討論
会の主人公だった。参加の石
井志昴様も感心していた。事
も無げに言う、「リスカ」には大人はドキッとさせられますね。

　17:00終了後、個別の相談の場が設けられた。
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　分詞
分詞には、現在分詞 ing 分詞と過去分詞 en 分詞がある。ただし、この
現在分詞、過去分詞は、時とは関係がない。現在分詞、過去分詞とい
う名前はネーミングミスか。

１）動詞的性質
　be ＋ ～ ing　進行形
　be ＋ ～ en　 受動態
　have＋～ en　 完了形
これらのbe、have は助動詞である。

２）形容詞的性質
（ⅰ）限定用法（名詞を修飾）
１語の場合は名詞の前に、２語以上（句）の場合は名詞の後置修飾と
言われるが、前に置かれると、名詞の「恒常的・分類的特徴」が示される。
Ａ  barking dog seldom bites.
「よく吠える犬」という意味で、今吠えている意味ではない。

　the used car …中古車（常時性）
　the car used …使用中の車（現時性）
　the sleeping beauty　…眠れる森の美女
　※a sleeping car …寝台車
　　↑動名詞、目的を表す

　～ ing : ～している
　～ en  : ～された（他動詞）
自動詞の～ enは、完了的な意味。

（ⅱ）叙述用法
分詞は形容詞と同じで、名詞を修飾せず、単独で用いられる場合は補
語である。
ＳＶＣ、ＳＶＯＣ
　～ ing：  ～している状態でＶ
　～ en ：  ～された状態でＶ
　I sat waiting on the bench.
　S  V    C
　私は待っている状態でベンチに座っていた。→　座って待っていた。
　Please keep the fire burning.
　　　　　Ｖ　　O    　 C
　火を燃やし続けなさい。

ＳＶＣ、ＳＶＯＣ：辞書でこまめにチェックする。

知覚動詞　O　do （原形）Oが～する（動作の全部）
知覚動詞　O　doing　 O が～している（動作の一部）
知覚動詞　O　done       O が～される

（注）have O done （使役）～させる
　　 have O done （被害の受け身）～される
　　 make O done は
　　 ・make oneself understood（通じる）
　　 ・make oneself heard     （声が届く） で十分。

例文
・Ｗｅ caught a boy breaking the window.
　私たちは少年が窓を割っているのを見つけた。
・My son has the water running in the bathtub.
　私の息子はバスタブの水を出しっぱなしにしている。

新連載

・Ｉhave my report being checked by Mr.Green.
　私の報告書はグリーン氏によって調べられる。
・Ｉ want my eggs boiled.
　私は卵をゆでてほしい。
・He had his pictures taken by her.
　彼は彼女に写真を撮られた。
・Ｉ like the shrimp fried.
　私は揚げてあるエビが好きだ。
・We need our room decorated.
　私たちは部屋を飾り付ける必要がある。

３）副詞句を作る→分詞構文　
従属節の代わり
（あくまで、文脈に沿って訳す。）
　when
　while 　 Hearing the news, he jumped out of his chair.＜時＞
　  as
その知らせを聞いたとき、彼は椅子から立ち上がった。
　because 
　  since      Not knowing what to say , I just smiled.＜理由＞
　    as 
なんといえばいいか分からなかったので、私はただ微笑んだ。

We had a good time playing chess.　＜付帯状況＞　～しながら
　私たちはチェスをしながら良い時間を過ごした。

等位節の代わり
（～ ,and）Turning away from her, he looked at me.
　彼女から目をそらして、そして彼は私を見た。
My train left Kyoto at six, arriving in Tokyo at nine.＜動作の連続＞
　　　　　　　　　　　　～ and it arrived
　列車は６時に京都を出発し、９時に東京に着いた。

Being の省略
・受動態　（being ,having been）
（Being）Injured in his leg , he could no longer walk.
　彼は脚を負傷したので、もはや歩くことができなかった。
・形容詞
（Being）Unable to speak, he wrote it on a piece of paper.
　話すことができないので、彼は数枚の用紙に書いた。 
・名詞
（Being）A were child, I couldn’t understand what he meant.

一年以上にわたり、拙文をお読みいただきありがとうございました。手を
つけられていない文法事項もありますが、次号にて一旦、連載をおきたい
と思います。つきましては、ご意見、ご要望等がございましたら
ysemi-eki@bmschool.co.jp （文化の森スクール 近藤）までお送りくださ
い。宜しくお願いします。

近藤 誠介（文化の森スクール・徳島）
Vol.6

2023年2月14日 2023年2月14日 第80号第80号

【 第一部 】
１．フォーユー研究会代表理事の仲野十和田先生ご挨拶
　10年ほど前に通信制サポート校を開くと決めた頃、「学校に行
かない子を持つ親の会」の勉強会に月1回参加するようになった。
そこで家庭が学校に持つ不満と学校側の立場の不一致はなにか
と考え、それらを解消していきたいということで、NPO法人フォー
ユー研究会を立ち上げ、「学びの会」というものを開き、学校の先

生方と地域の家庭と我々民間団体が月1
回現在も一緒にいろいろ悩み事や相談を
している。
　フリースクールつばさの紹介は、会場に
いた卒業生の中島さんに急遽お願いす
る。

２．基調講演 全国不登校新聞社代表理事 石井志昴様　
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則・いじめなどを理由に中学2年から
不登校。同年フリースクール「東京
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以上に取材し、色々なメディアにも出演している。
　20年にわたる取材により得た結論。「引きこもり・不登校は、
人には必要な時がある」。その原因が分からずとも、学校から離れ
る・家で休む・自分なりに自分と向き合う時間を持つことが必要
だ。なぜそうなったか分からなくても、その人なりに確かな理由が
あり、ダメなんじゃない・回り道でもない、不登校でも大丈夫なん
だ。離れた方がその人なりの人生が豊かになるんだ。

　まず文科省の不登校に対する見識・基本方針が大きく変わった。
その１.不登校へのとらえ方：その行為を「問題行動」と判断しては
　　　ならない。
その２.不登校対応：学校復帰という結果だけを求めない。最終的
　　　な社会的自立を求める。
　これらは、教育のトレンドが変わり、みんな同じにという公平性
の担保という観点から、それぞれの人に合ったやり方、個別最適化
の時代に入ったからである。これらの背景には、①「教育機会確保
法」の成立（2016年）②「学習指導要領の改訂」（2017年）③
学校復帰の前提対応を変えるため、（いままで問題行動扱いして
いた）過去の通知をすべて廃止（2019年）がある。しかし、まだ
世の中に、十分徹底されていないのも事実である。

　情報として、皆さんあまりご存じないのは、不登校になってその
後はどうなったかというところである。まず例として、ご自分の体
験談を話される。親に学校は無理と伝えた14歳からフリースクー
ル以外の学校にはかかわらずに現在40歳まで至っている。
　次にご友人のフィギュア作家の竹内信善さんのお話をされる。小
学校高学年から学校に行かず、フィギュア作り一筋でやっている。
現在数少ない東宝からゴジラを作る認定をされた作家である。
　不登校だった有名人は、千原Jr.さんや中川翔子さんほか多数、
有名でなくてもキックボクサーから国会議員まで種々様々な職業
についている。どんな可能性でもあるということだ。

　不登校の人が新しい第一歩を踏み出す前触れは、「ヒマだな～」
の連呼。ヒマと感じられる状況になる時だと言う。それを聞きのが
さないように。かなりの確率で抜け出せる可能性がある。ただ、い

つそうなるかは分からないので、ひたすら忍耐が要求される。
　心療内科医の明橋大二先生の「心が回復するまでの地図」の紹
介。これは、不登校の状態を把握するのに役に立つ。石井さんは6
年かかったといいうので、マクロの見方としていただきたい。①か
ら④まですんなり進むわけではない。行ったり来たりするものだ。

①　身体症状　対応：環境調整 
②　感情の噴出　対応：付き合う
③　言語化　対応：最後まで聞く
④　親離れ　対応：日常はミクロな視点で

　いろいろ詳細に話された内容は、紙面の関係で載せられないの
で、興味のある方は以下を。
　「学校に行きたくない」と子供が言ったとき親ができること
　　　　　　　　　　　　　（ポプラ新書）石井志昴著
　

【 第二部 】つばさの生徒さんたちによる出し物

　現役のつばさの生徒さん池端君と秋谷君二人の進行で始まる。
まず、生徒さんたちが作ったオープニングムービーを流した。つい
で、佐々木さんと岩崎さんの各ソロと二人のデュオダンスが披露
される。大学を1日で辞めて来た秋谷君の自己紹介。職員の諏訪
哲先生による野球物まね。司会の池端君が、介護のデイサービス
のバイト先で行っているとんち文字クイズを会場を巻き込んで行
う。生駒君が作ったエンディングムービーを流して終わる。つばさ
の皆さんの一生懸命さが新鮮でした。例年と違うこういう形もい
いですね。

【 第三部 】パネルディスカッション 司会：林 真路先生
 石井志昴様（全国不登校新聞
社）・和泉典子様（まなびリン
ク）・岡亜紀子様（保護者）・
小野田光伸（NPO法人フォー
ユー研究会）・岩崎さん（つば
さスクール生徒・中２）
　内容は、紙面の関係で省
略。特に輝いていたのが岩崎
さんで、受け答え等、率直に
見事に応じて話し、この討論
会の主人公だった。参加の石
井志昴様も感心していた。事
も無げに言う、「リスカ」には大人はドキッとさせられますね。

　17:00終了後、個別の相談の場が設けられた。
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事務局長　長江 広紀（英数学院・神奈川）

2023年2月14日 第80号2023年2月14日 第80号

私塾ネットセンター 事務局通信
　腰掛け石です。映画鑑賞が趣味
で、できる限り映画館に足を運んで
います。見た内容はアプリに日付や
評価などを記録しています。22年
に鑑賞した作品をご紹介します（辛
口です）。
　「さがす」・・・現在最も注目さ

れている片山慎三監督の商業デビュー作。懸賞金300万円の
犯人を追って姿を消した父を探す娘と、連続殺人犯の男の話
が絡み合う凝った構成で飽きさせない。単調な佐藤二朗の演
技が少し不満だった。
　「ウエスト・サイド・ストーリー」・・・スピルバーグ監督によ
るリメイク。ほぼ前作をリスペクトした内容。歌も踊りも楽しめ
た。ただ、主人公のトニーが弱い。後、蛇足だが、プログラムが
2,970円だった…。スピルバーグはもうすぐ公開される自伝的

映画に期待。
　「ちょっと思い出しただけ」・・・怪我でダンサーの夢を諦め
た男とタクシードラーバーの女の出会いから別れを時制を逆に
して切なく描いた。悪くないが、だとしたらラストは出会いの
シーンにしたかった。
　「ベルファスト」・・・ケネス・ブラナーの自伝的作品。愛に包
まれ育った少年が、プロテスタントとカトリック住民の対立を
引き金に故郷を去るか決断を迫られる。表層しか描かれてい
ない感があり、胸に迫るものがなかった。
　紙面の関係で、この辺で。ちなみに22年ベストは「ケイコ 目
を澄ませて」です。
　４月２３日、私塾ネット全国塾長・職員研修大会が東京・大
井町で開催です。皆様と久しぶりにお会いできるのを楽しみに
しています！
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狭
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表紙の花こ・と・ば

　年末から2月は、どこも大変お忙しい時期ですが、皆様の

原稿協力に感謝いたします。今回の賛助会員のコーナーで

は、関東国際高校様と東洋高校様また塾と教育社様より入

稿いただきました。厚く御礼申し上げます。地域の私学と塾

が協力して始まったOKK『大井町から教育を考える会』は、

編集後記 広報部長：中村 直人 20周年を迎え地道な活動の結果、地元商店街や品川区まで

の協賛を得られるようになったことは特筆すべきことです。

ネット関東の年末研修会は大変好評で、我々塾側と教材会

社とがWin-Winの関係となります有用な会でした。来る4月

23日（日）の全国塾長・職員研修大会へは、皆様ふるってご

参加下さい。また、広報次長様からのエリア報告原稿依頼は

是非お受け下さいますように。

パンジー
（スミレ科スミレ属）

学習塾団体合同会議

https://godokaigi.com

私塾ネット以外の学習塾団体イベントにも参加できます！

検索！

千葉学習塾協同組合35周年記念講演 報告 文責：宮澤 歩

　2022年12月4日（日）、千葉学習塾協同組合35周年記念講演が幕張国際研修センターで開催
されました。講演は、教育アドバイザーでプラスティー教育研究所の清水章弘氏に「勉強は楽しく！
自学力の育て方」というテーマで講演をお願いしました。当日は、千葉県内の小中学生とその保護
者、教育関係者、塾関係者がオンライン配信も合わせて150名ほど参加しました。
　組合員とその塾の生徒・保護者だけでなく、千葉の子どもたちとその保護者のための行事にしよ
う。特に子育てをしている保護者のための勉強の機会になるようなイベントにしたいという思いで
準備を行いました。都市部（千葉市・船橋市）の教育委員会の後援を取り、小学校への全校配布を
行い、子連れでも安心して講演を聞くことができるように子どもの遊び場コーナーを用意したりも
しました。清水さんの「わかる、できる喜びと、褒められる喜びが増えると勉強が楽しくなる」とい
う言葉が広がっていくと良いなと感じています。

（秀英ゼミナールSS教室）

い
て
づ
き

県認可  

https://jac-web.com

左から4人目が宮澤先生
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